
 第Ⅰ部 第２章 アジア・アメリカの古代文明 

  １ インドの古典文明（２）統一国家の成立～南インドの王朝    教教教教 p61(L21)p61(L21)p61(L21)p61(L21)～～～～p66(L18)p66(L18)p66(L18)p66(L18) 
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【①       】朝 〔前 317～前 180 年頃〕 

創始 マガダ国武将【②             】がマガダ国を倒して建国 

都 【③              】 

全盛期 第 3 代【④          】 

       ○南端部を除く全インドを統一 

       ○征服の犠牲を悔い，【⑤     】に帰依 

・ダルマ（=法）にもとづく平和的政治 

         ・【⑥     】の結集を実施 

滅亡 アショーカ王死後，衰退⇒滅亡 

 

【⑦         】朝 〔1～3Ｃ〕 

成立 【⑧      】系クシャーナ族により建国 

都 【⑨           】 

全盛期 【⑩          】（2C） 

       ○ローマとの東西交易で繁栄 

       ○仏教を保護→第 4 回仏典結集 

滅亡 3C，ササン朝ペルシアにより滅亡 

【⑫       】朝 〔320～550 年頃〕 

成立 チャンドラグプタ 1 世が建国 

都 パータリプトラ 

全盛期 【⑬              】（超日王） 

特徴 ヒンドゥー教の普及 

    【⑭            】語が公用化…バラモンの言語 

    東晋の僧【⑮     】が来訪 →旅行記『仏国記』 

滅亡 5C 後半，中央アジア遊牧民エフタルにより滅亡 

 

地中海世界 北インド 南インド 

 〔前 325 年頃〕 

アレクサンドロス大王がインダス川までを征服  ⇒大王死後，混乱 

【⑪           】朝 〔前 1～3Ｃ〕 

成立 ドラヴィダ人により建国 
繁栄 “海の道”の拠点として繁栄 

         ローマ⇔東南アジア貿易路 

 

【⑯         】朝 〔606～647 年〕 

成立 【⑰         】（戒日王）により建国 

都 カナウジ 

特徴 ヒンドゥー教・仏教を保護 

    唐の僧【⑱     】が来訪 →旅行記『大唐西域記』 

滅亡 ハルシャ王死後，衰退⇒滅亡 

ドラヴィダ系王朝が分立 

 例）チョーラ朝 

   パーンディヤ朝 

特徴 

  ○タミル語を使用 

  ○中国と海洋貿易 

長い分裂の時代へ・・・ 
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７C 後半，唐の僧義浄が来訪 

 →旅行記『南海寄帰内法伝』 


